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取引関係の固定的から一回性への移行
－ペルー北部山村のケシーリョ市場における売買を事例として－
古　川　勇　気
Transition from Fixed to Temporary Partnerships:
A Case Study on Trade at the Quesillo Market in the Village
near the City of Cajamarca, Peru 
Yuki FURUKAWA
要　旨
　市場（いちば）取引における人類学的研究では、情報の不確実性が高い市場では固定的な取引
関係が志向されるという議論がされてきた。対して本稿は、単一商品取引における固定的な関係
から一回性の関係への通時的変化について、売り手、買い手双方の目的や事情、さらに商品の属
性がどのように関わっているのか明らかにする。
　南米ペルー、カハマルカ県ではケシーリョという生チーズを加工してマンテコッソチーズが作
られる。そして山村市場で農民がケシーリョを仲買人に売っている。山村でのケシーリョ取引で
は、固定的な関係から一回的な関係への取引変更が生じることがたまにある。そうした背景には、
仲買人の場合、高値を示すものには注文量を満たす目的があり、取引変更されたものにはその行
為を批判できない事情がある。一方で、農民は買い物予算を満たすために取引変更をおこなう。
またその際に、生鮮品よりは特産物という商品の属性が働いている。
Abstract
　　The purpose of this paper is to oﬀ er a perspective on transition from ﬁ xed transaction to 
temporary transaction at the market in a mountain village and attempts to show what the 
transaction was changed. The paper focuses on the quality of commodities through more 
extensive analysis on transaction between peasants and merchants.
古　川　勇　気
－ 40 －
　　Mantecoso cheese is made from quesillo (fresh cheese, a curdling of milk without salt) in the 
northern Andes of Peru, and quesillo is traded between local peasants and city merchants 
receiving orders for quesillo from cheese producers in the rural market in Chanta Alta, near 
Cajamarca, where rice, bread, vegetables, and fruits are also sold every Saturday. 
　　It sometimes happens that a single transaction is preferred to transaction based on the ﬁ xed 
relationship for quesillo trading in the rural market. While the cheese is a fresh product and 
needs to be pasteurized, the merchants strive to provide as much quesillo as necessary to meet 
the demand of cheese producers in the city. Therefore, they cannot help but admitting the change 
in transaction by the peasants. On the other hand, the peasants strive to secure the budget for 
everyday necessities. Therefore, they may change their trading partners when needed to meet 
budget demands; they prefer temporary transactions in case of necessity to purchase more staple 
food than usual. These circumstances result in the change in transaction. The attribute of this 
cheese as a special local product rather than a fresh product is related to the change.
Ⅰ　はじめに
　南米ペルー共和国（以下、ペルー）のカハマルカ県（el departamento de Cajamarca）山村市
場における農民と仲買人のチーズ取引では、時に取引相手変更がおこなわれ、固定的な関係から
一回性の関係への移行がみられる。市場（いちば）取引における近年の人類学的研究では、情報
の不確実性が高い市場では固定的な取引関係が志向されるという従来の議論に対して、様々な見
直しの提案がなされてきた。そこで本稿は、チーズという単一商品取引における固定的な関係と
一回性の関係との間の通時的変化について、当事者の目的や事情、さらに商品の属性がどのよう
に関わっているのかを明らかにする。
　それでは、これまでの市場（いちば）取引における人類学的研究をみていく。まず、情報の不
確実性がみられる市場において情報探索コストを削減するために固定的な取引関係が志向される
という議論を紹介する。代表的な研究がCliﬀ ord Geertzによるモロッコの商業都市セフルーにお
けるバザール経済の研究である。バザールでは多様な人々が集まり、その上販売されている商品
やそれに関する情報も多種多様である。取引相手や商品に関する情報が不均衡な状況では、当事
者は取引相手や商品入手ルートなどについて探索をし、適切な取引相手を探すことになる［Geertz 
1979：125］。その際に市場での情報探索コストを回避するために、顧客関係の形成と交渉が用
いられると指摘されている［Geertz 1978：30］。さらに固定的な取引関係が志向されるという
別の議論では、固定的な取引によって従属関係や主従関係におちいる可能性もあることが指摘さ
れている［Mintz 1964：261；Davis 1973：218-250］。情報不足がみられる市場での処世術と
して、周辺の店に売値をたずねることや近い時期の売値を参照することで、情報を確認・更新す
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る 術 が と ら れ る［Khuri 1967：702；Cassady 1968：59；Alexander and Alexander 1991：
504］。
　またGeertzの指摘する交渉についてより詳細に議論したのがCassadyである。彼は、売り手と
買い手の「綱引き［Cassady 1968：53］」というべき交渉を分析し、売り手は値崩れを起こし利
益のない場合商品を持ち帰ることもあり、買い手は希望価格より高い場合他へ移ったり、買わな
かったりすると述べている［Cassady 1968：72-76］。彼の研究では当事者の予算や目的などが
考慮されているが、商品の属性までは考えられていない。
　次に、Geertzが指摘する情報の不確実性がみられる市場では固定的な取引関係が志向されると
いう議論が批判的に検討された研究をみていく。その中で、農村市場での取引における固定的な
均衡関係の実態を明らかにしたのがStaurt Plattnerである。彼の研究では、農村市場では自己利
益の追求が目指されるが、取引に特化した商業関係よりも見返りを求めない互酬的関係が選ばれ、
短期では不均衡であるが、贈与の関係からその不均衡を是正しようとして両者の関係強化が図ら
れ、長期化するという均衡関係のメカニズムが示されている［Plattner 1985：136-144］。これ
までの議論に、経済学の利益追求行動を加えることで、取引についてより現実的な解釈がされて
いる。また情報探索コストを削減する手段である顧客関係の形成は、それに依存しすぎるとリス
クや制約を伴う場合があると見直されている。固定的な関係が強化されることによって、他の経
済機会へのアクセスが制限されるため、経済的不利益が生まれることもある［Acheson 1985：
125］。これらの研究では、固定的な取引形成に対するリスクや制約が指摘されている。
　また、Fanselowは市場において商品の量と質に調査対象を限定し、南インドのバザールでは
価格が高くとも安くとも質と量が良いものでなく、混ぜ物などがされていると認識され、商品の
規格化が不明確なところでは信頼が失われることはないと述べている［Fanselow 1990：
254-263］。漠然とした情報不足を指摘するバザール研究に対して、彼は探索目的を限定している。
　近年では、市場において当事者の選択の多様性から取引が固定的な関係か、一回性の関係かが
商品の種類によって決定されることが指摘されている。その研究の１つとして、田村のトルコの
都市定期市場の研究がある。田村は、情報の不確実性がみられる市場では取引において固定的な
関係が回避される傾向が優勢であり、売り手との間に顧客関係による情緒的要素を持たせないこ
とによって、買い手はその場における最大限の選択肢から商品を主体的に選び取ることができる
とい述べている［田村 2009：65-67］。固定的な関係か、一回性の関係かが商品の種類に応じて
変化する多品目商品に対する選択の多様性を指摘している。このように、市場における個人の「主
体的な」選択が考慮されるようになった。
　中川はフランス南部の市場における農作物の取引を事例に、市場という領域では「個人主義」
による生産者同士の駆け引きと贈与の側面を持つ「反－市場」とのせめぎ合いが問題となると述
べる［中川 2016：306-310］。農民の「個人主義」のように個人の利益追求がおこなわれる一
方で、市場における制度や互酬的関係のような取引関係も存在する。市場では、当事者の目的や
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事情にバラツキがあっても取引関係によって両者は結び付いている。つまり取引関係という視点
は、関係性のあり方（ルール）によって個人の目的や事情の多様性に一定の妥当性を与える（注1）。
　以上のように、古典的なバザール研究では、情報探索コスト回避のために固定的な関係が志向
されると述べられてきたが、後に、取引関係の長期化はリスクや制約が伴うものであることが指
摘されてきた。そのような議論の結果、近年の研究では、当事者の選択の多様性から取引におい
て固定的な関係か、一回性の関係かが選び取られると指摘されている。
　このような議論を受けて、本稿は、古典的なバザール研究での取引関係の議論と近年の個人の
「主体的な」選択の議論とをあわせる形で分析をおこなう。田村［2009］の研究では多品目商品
に対する当事者の選択が議論されているが、対して本稿は単一商品における取引の固定的な関係
から一回性の関係への移行という通時的変化の背景について考える。具体的には、取引関係の在
り方（ルール）で結ばれた当事者の様々な思惑や事情を整理することで、当事者同士はどのよう
な関係で結びついているかを分析する。さらに商品の属性がどのような影響を与えるかまでも考
慮に入れる。
　最後に、研究対象地の取引関係に関する研究を紹介する。本稿で扱うカハマルカ県のチーズ市
場では仲買人の詐欺行為が報告されている。同市場では、以前まで買い手である仲買人が不正な
秤を利用することで重さを誤魔化しており、その市場は「engaño consentido（ペテンに溢れて
いる）」と指摘されている。後にも説明するが、同市場は情報の不確実性がみられる市場であり、
情報探索は容易なことではない。そのような市場であるため、農民は正規の取引をするために取
引相手との間に信頼（conﬁ anza）を形成するようになると述べられている［Lundy et al. 2000：
10-13］。このように本稿で扱うチーズ市場では、仲買人への不信から信頼関係の必要性が指摘
されているが、時として固定的な取引が変更され一回性の取引が志向されることがある。
　そこで、以下では、ペルー北部山地カハマルカ県の山村市場での農民と仲買人のチーズ取引を
事例とする。同県は牧草が豊かで生乳出荷量が多いことから有名な酪農地帯である。特にマンテ
コッソチーズ（queso mantecoso）（注2）は県を代表するものである。その流通は特徴的で、山村で
作られるケシーリョ（quesillo）（注3）という生チーズを加工して、カハマルカ市街地でマンテコッ
ソチーズが生産される。その接点が山村のケシーリョ市場であり、この市場を事例として論じる。
Ⅱ　マンテコッソチーズとケシーリョ市場
　　（1）カハマルカ県酪農の概要
　カハマルカ県はペルー北部山岳地域（注4）に位置し、市街地は美しい山々に囲まれた標高
2750mの盆地である（図１参照）。気候は年間平均気温15度と清涼で、平均最高気温は20.2度、
平均最低気温は6.1度である。また、雨季（10月～３月）と乾季（４月～９月）に大別され、年
間降水量は約729mmで雨季に集中している。同市街地は温泉街として有名で、国内外の観光客
取引関係の固定的から一回性への移行
－ 43 －
が多く訪れる街である。
　カハマルカ県の主要産業は観光業と
鉱業、そして酪農業である。同県の酪
農業の歴史はここ100年くらいのもの
である。1917年にスペイン人の大土
地農園（アシエンダ）（注5）で初めて搾
乳目的で牛が飼育された。スペイン人
征服以前のペルーではラクダ科動物の
リャマやアルパカを飼育していたが、
乳利用の文化はなかった。そのため搾
乳目的の牛飼育はヨーロッパ由来のも
のである。次第に各地のアシエンダで
乳牛が飼育されるようになり、1930
年代にはリマに乳製品が出荷されるよ
うになった。また、1940年代に北海
岸都市でサトウキビプランテーション
が好景気を迎え、人口が増加するよう
になった。同じ北部にある同県は畜産
物や乳製品の供給や労働力プールの地
として発展し、盛んに人々が北海岸都
市に移動していった［Deere 1990］。
1990年時点、約30,000万世帯が生乳生産をし、世帯平均は５人家族で平均所有乳牛数は４- ５頭、
１日に平均390,000ℓの生乳が生産されている［Boucher 2001］。
　（2）カハマルカチーズとマンテコッソチーズ流通網
　カハマルカ県では様々なチーズが作られている。本稿で扱うマンテコッソチーズに関していう
ならば、その流通は国際食品会社によるものと個人経営の仲買人によるものとの２つがある。大
会社による大量生産・販売の流通が主流である。その流通ではカハマルカ市街地の工場に冷蔵ト
ラックで生乳が運ばれ、低温殺菌処理（注6）された後に様々な乳製品に加工される。それらの商
品は市街地や海岸都市のスーパーマーケットなどに並べられる。
　一方で個人経営の仲買人によるものでは、近郊農村での定期市でケシーリョを仲買人が買い付
け、そのケシーリョをもとにカハマルカ市街地の生産者がマンテコッソチーズを販売する。この
販売ルートは歴史的経緯から形成されてきたものである。昔から山村で生乳に凝乳酵素として子
牛の胃液を用いて作られるケシーリョが乾季の際の保存食として用いられてきた。その生産方法
図１　カハマルカ県の位置（INEI 1994 改変）
古　川　勇　気
－ 44 －
は母親から娘へというように、親から子供へ伝えられるものである。また、その生産道具は鍋や
ザル、ビニール袋のようにどの家庭にもある簡易なものである。
　ここ数十年前まで山村で作られるケシーリョは異物混入など衛生・品質面で問題があると指摘
されてきた［Lundy et al. 2000：10-15］。ケシーリョの品質の問題は流通するマンテコッソチー
ズ品質の問題であるため、特産チーズの評判を上げようと欧州の開発機関による酪農技術やケ
シーリョ生産技術の改善が2002年～ 2007年におこなわれた。現在では、山村で多くの農民が
毎朝衛生に配慮した搾乳をおこない、生乳に業務用の凝乳酵素を加え、固まった生乳をザルなど
で濾すことで乳清（ホエー）を取り除いてケシーリョを作る。彼らはケシーリョを仲買人に売り、
仲買人が市街地の生産者に売る。チーズ生産者はケシーリョをきれいに洗った後、水分を抜き、
乾燥させる。その後粉砕機で細かく砕いて、塩を混ぜた後にこねて形を長方形に整えることで、
マンテコッソチーズは完成する。生産者はそのチーズを店頭やインターネットで販売している。
　このような個人経営の仲買人によるマンテコッソチーズ流通網（図２参照）はケシーリョの売
買を間に挟むのが特徴である。市街地の商店などに並べられるマンテコッソチーズを買う客の半
分近くが、温泉などを目的にカハマルカを訪れた旅行客である［Boucher and Guégan 2004：
47-49］。このような歴史的背景を持つ生産過程と味わいによってマンテコッソチーズは同県を
代表するチーズとなり、観光客に人気の商品となった。
　次では、このマンテコッソチーズ流通網の農村と都市を結ぶ接点であるケシーリョ市場の概要
を紹介する。
図２　マンテコッソチーズ生産流通網の略図（筆者作成）
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　（3）ケシーリョ市場の概要
　カハマルカ市街地から乗り合いバスで北に２時間半程行った、標高約3500mのところにチャ
ンタ・アルタ村の中心地がある（図３参照）。同村は正式にはチャンタ・アルタ中心村（el 
Centro Poblado de Chanta Alta）と呼ばれ、いくつかの周辺村の集まったものの中心の村のこと
である。この村には約200世帯が暮らしている。村人の大半は畑でイモ類などを栽培する農民で
あり、それらの作物は自家消費目的のものである。彼らは畑作業と並行して乳牛などの家畜の世
話をおこない、村のチーズ生産者に生乳を販売したり、市場でケシーリョを売ったりしている。
彼らは販売した生乳や乳製品の量・質に応じて週末に現金を得る。山村で収入を得る仕事は他に
もあるが、どれも不安定な雇用である。それに比べて、村での酪農生産は安定した収入が見込め
るものである（注7）。
　毎週土曜日に同村の広場で農村市場が開かれる。広場は約60m×70m程度の広さであり、そ
の中にトタン屋根とブロック塀でできた食堂や、テント屋根を張ってその下にビニールシートを
敷き、野菜や果物、パン、菓子、文房具、日用品、電化製品などの商品を並べた仮設店が30店
舗ほどひしめいている。広場で並べられる商品のほとんどは、周辺の村々から運ばれた野菜や果
物、または早朝に焼かれたパンや菓子であったり、周辺の街から運ばれた文房具や日用品、電化
製品であったりする。村人たちがそれらの商品を買いに集まり、普段は静かなこの村も、土曜日
だけは早朝から賑わいをみせる。
　その広場の中の少し高台になっている一角でケシーリョが売買される。買い手である仲買人（注8）
は20名程度おり、彼らは市街地から早朝の乗り合いバスでやってくる。彼らは仮設テントを構
えず、買い取ったケシーリョを入れる大きな袋と計量のための秤、それらを入れるコンテナの箱
図３　チャンタ・アルタ村の位置（PEISAS.A.C.2004を改変）
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という、わずかな商売道具を持って商売する。彼らは午前９時くらいに集まり、その時間になる
と売り手である農民たちも徐々に集まりだし、いたるところで売買の交渉が始まる。次で説明す
るが、仲買人はいくつかの要因を考慮してその日のケシーリョ１kg当たりの買値を設定する。
彼らはその買値を繰り返すことで農民を呼び込む。どの仲買人の買値がいくらなのかの情報は比
較的容易に農民は入手できるが、仲買人との交渉次第では買値が上がる場合があり、農民は気に
なる仲買人に話しかけてもっと高くならないかと交渉する。農民がその価格に納得したら、今度
はケシーリョの重さをめぐる交渉が始まる。同市場においては以前、仲買人が不正に細工した秤
を使って重さや価格を誤魔化そうとしていた［Lundy et al. 2000：10］。そのため近年では農民
の多くは自前の秤を持っており、仲買人がはかった後にはかり直すようになっている。
　この市場は情報の不確実性が比較的大きい市場であり、固定的な取引をおこなわない場合、情
報の探索は容易なことではない。では、どのような情報について当事者たちは探索をおこなって
いるのかを示し、同市場が情報の不確実性が大きい理由を説明する。
　まず、この市場において仲買人が探索する情報は商品の品質についてである。以前にこの村で
チーズ品質向上の農村開発がおこなわれたからといって、全てのケシーリョの品質が優れている
というわけではない。運ばれる一部のケシーリョには異物混入がみられる。また、ケシーリョの
生産過程の温度管理次第では、水分が少なくボソボソになったり、水分が多すぎてしっかり固まっ
ていなかったりする。そのため、仲買人は、持ち込まれた袋やバケツを開けて、中のケシーリョ
を吟味する。場合によっては、ケシーリョを割って、中に空洞がないか確認したり、一部を試食
して触感を確かめたりする。彼らは、何百個と運ばれるケシーリョの品質を１つ１つ確認し、品
質の良いケシーリョを持ち込む農民の顔と名前を覚えて、彼らが顧客になるようにうまく交渉し
なければならない。この市場で固定的な取引関係を形成しない場合、彼らは商品の品質の吟味に
関する作業や良質の商品を持つ農民を取り込む交渉など、多くの作業コストをかけることになる。
固定的な関係が築かれれば、彼らは安定した品質のケシーリョを、あまり作業コストをかけるこ
となく入手でき、さらにより多くの量の商品を手にする余裕が生まれることになる。
　一方、この市場において農民が探索する情報は仲買人の買値についてである。市場には、20
名前後の仲買人がおり、彼らが買値を告げているといっても、交渉次第では買値が上がる場合が
ある。そのため、固定的な取引関係を持たない場合、農民は複数の仲買人と根気強く交渉しなけ
ればならない。また、同市場では以前は、仲買人が不正に細工した秤を使って重さや価格を誤魔
化そうとしていたため［Lundy et al. 2000：10］、農民は仲買人への不信感から自前の秤ではか
り直すことを欠かさない。さらに、商品価格の交渉ではケシーリョの重さが焦点となる。重さは
仲買人の大型の秤では少ない値が出て、農民の簡易な秤では多めの値が出る。大抵の場合、農民
の値は採用されず、仲買人の値や中間の値が採用されるが多い。このような経緯をみる限りでは、
一見すると仲買人の方に、価格決定における優位性があるようにもみえる。そのため、農民は必
ずしもその重さ（価格）に納得しているわけではない。このように、固定的な取引関係が形成さ
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れない場合、農民は取引相手を探すことや、複数の相手と交渉すること、さらに重さをはかり直
すことなどに、多くの作業コストをかけることになる。もし固定的な取引がおこなわれれば、農
民は常に正規の買値でケシーリョを買ってもらうことができ、交渉にかかる時間も短縮され、場
合によっては後の市場での買い物に時間を割くことができる余裕が生まれることになる。
　以上のように、この市場では、固定的な取引関係が形成されない場合、当事者に多くの作業負
担がふりかかることになる。そのため同市場は、情報の不確実性が比較的大きい市場であると理
解できる。しかしながら、この市場では一見都合のよいようにみえる固定的な取引関係が変更さ
れて、時に一回性の取引が志向される場合がある。以下では、基本となる固定的な取引関係を分
析した後に、問題となる取引変更の事例の背景を分析していく。
Ⅲ　ケシーリョの売買取引
　以下では、ケシーリョ市場での売買について、仲買人と農民の双方の側から考える。まず、ケ
シーリョ取引に関わる諸要因を挙げ、その要因をもとに事例を整理する。事例としては固定的な
取引関係である信頼関係について取り上げ、次に、その固定的な関係ではなく一回性の関係が志
向される仲買人の価格の釣り上げや農民の利益追求や取引相手変更を挙げる。
　（1）ケシーリョ取引に関する諸要因
　ここでは、ケシーリョ市場取引に関わる当事者の目的や事情、商品の属性を抽出する。バザー
ル研究や田村［2009］の研究では、多品目の商品を扱う市場における取引関係が議論されてき
たが、本稿のケシーリョ市場は単一商品の取引である。そのため嗜好による選択が少ない分、当
事者の目的はより明確である。農民にとってケシーリョ販売は定期的な現金収入であるため、彼
らの目的は世帯の消費を満たすことであり、消費の多寡に応じては利益追求をおこなうこともあ
る。一方で仲買人にとって買い取りは市街地のチーズ生産者や都市の顧客の要求を受けておこな
うものであるため、彼らの目的は注文の質や量を満たすことである。
　また農民の中には家事や畑仕事、商売の合間に時間をかけて市場にまで赴き、取引をおこなっ
ているため作業コストをそれほどかけたくないという事情のものもいる。一方で仲買人は、後に
詳しく説明するが、市街地周辺には生乳や乳製品を提供してくれる農民が少ないため、彼らにとっ
て近郊のケシーリョ市場でしかチーズを手に入れられない事情がある。さらにCassady［1968：
72-76］の市場での交渉に関する議論に対して、本稿はチーズという商品の属性に特徴を置く。
チーズは生鮮品であるため持ち帰ってまた売るということができない。また特産物であるため山
村での生産に価値を置く都市消費者や仲買人がいる。このような目的と事情、属性の要因から、
以下では事例を整理する。
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　（2）信頼関係による取引
　ケシーリョ市場での大半の取引は、馴染みの取引相手と交渉をおこなう信頼関係に基づく固定
的な取引である。多くの人々がその取引を志向する理由は、同市場が比較的情報の不確実性が大
きい市場であり、情報探索コストが高いと認知されているためである。そのためここでは、同市
場における信頼関係に基づく取引を、仲買人と農民の双方の視点から紹介する。
　そのために、まず、農民が仲買人に信頼を寄せる理由を挙げる。Ⅱ－３「ケシーリョ市場の概
要」において、農民が仲買人の買値を探索する際に、固定的な関係でない場合、多くの作業コス
トがかかることが既に指摘されている。では、馴染みの仲買人と取引をする農民は、なぜ取引相
手の買値に納得しているのだろうか。
　確かに、固定的な関係の場合、農民には買値の探索コストをあまりかけないで取引できるとい
う利点はあるが、仲買人の示す買値が相場と外れていては、その取引は長期化しない。そのため、
仲買人は市場の相場を理解する必要がある。ケシーリョ市場の買値の相場は、時期によって変動
するものである。生乳の搾乳量が落ち込む乾季には、８～ 10ソル／ kgまで値が上がり、一方、
生乳の供給量が増え、市場が飽和する雨季には、４～５ソル／ kgにまで落ち込む（注9）。この時
期による相場の変動を、仲買人と農民は経験的に理解している。しかし、実際の市場の価格は毎
週ごとに変動するものである。そのため仲買人は同市場に到着すると、はじめに近隣市場や周り
の仲買人の買値について情報収集をおこなう。そして彼らは、手持ちの予算や希望購入量を考慮
して、その日の買値を決定する。仲買人の大半は周辺の買値を意識しているため、同市場の相場
から外れることはまずない。そして、仲買人にそのような意識があるために、農民は馴染みの取
引相手を安心して作ることができ、同市場の大半の取引が信頼関係によるものとなる。
　では、仲買人の視点から、信頼関係による取引の事例を紹介する。ここでは、仲買人アンテノ
ルの事例を挙げる（注10）。彼は村の顔馴染みの農民からケシーリョを買い付けており、彼の買い
取りは村人との信頼関係を利用したものである。
　【事例１】信頼関係による取引：仲買人アンテノルの場合
　アンテノルは「今日は7.50ソル／ kgだよ」と呼びかけを始めた。しばらく、彼はいく人かの
農民と交渉したあと手元の財布をみて、残金が少ないことを気にし、価格を7.00ソル／ kgだよ
と告げるようになった。客がもっと上げてよと言ってきたら、彼はもうお金がないからと価格の
釣り上げを断った。彼のもとに来る農民の大半は彼の提示する7.00ソル／ kgに納得して、ケシー
リョを売っていた。その際に、重さをはかり直す農民もいた。この日の相場が7.00 ～ 7.50ソル
／ kgで、彼が提示する価格は相場通りのものであったためである。ケシーリョが希望の総量に
達すると、彼は早々に店じまいをしてしまった（2013年８月フィールドノートより）。
　信頼関係による取引は、買値が多少安くとも相場通りであるため成立する場合がある。大半の
仲買人にはケシーリョの希望購入量があり、必要以上の購入はロスを生むため、余分なチーズは
買わないという姿勢が仲買人の店じまいに現れている。ここにはアンテノルの注文量を満たすと
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いう目的がある。一方で農民の場合、複数の仲買人と交渉する作業コストをかけたくない事情が
ある。ただし関係の長期化はリスクを伴うため、重さをはかり直す農民もいる。さらに商品が生
鮮品であることで、多くの仲買人はリスク管理の戦略をとる。
　一方で、仲買人との信頼関係による取引に対して、農民はどのような売り方をしているのだろ
うか。最後に、農民の視点から、信頼関係に基づく取引を紹介する。アンテノルに毎回ケシーリョ
を販売する農民がいる。以下に、アンテノルの馴染みの顧客である農民ホセの事例を挙げる。
　【事例２】信頼関係：農民ホセの場合
　アンテノルは「今日は7.50ソル／ kgだよ」と呼びかけていたが、しばらくして彼は買値を7.00
ソル／ kgと告げるようになった。買値が下がった頃に、ホセはケシーリョをウマで運んできて、
アンテノルと交渉を始めた。アンテノルが重さをはかった後に、彼は自前の秤ではかり直した。
彼の秤の方が大きい値が出たので、彼はアンテノルにもっと高くならないかと交渉した。その結
果アンテノルは両秤の中間値を採用し、彼は納得して約40kgのケシーリョを販売した。彼は約
300ソルの収入を得た。彼にアンテノルが買値を下げたことを告げたら、彼は「この時期はだい
たい7.00ソル／ kgが相場だよ。別に問題はない」とこたえた。この日の相場は7.00 ～ 7.50ソル
／ kgであったが、彼は相場の下の方で売ったことになる（2013年８月フィールドノートより）。
同市場では、時に極端に仲買人が買値を釣り上げることがある。そのような仲買人が現れた際に
も、彼は馴染みの取引相手であるアンテノルに売っていた。その時のアンテノルが示した買値は、
基本的な相場の上限である7.50ソル／ kgであった（2013年８月フィールドノートより）。
　彼はケシーリョを売った後、妻と息子とともに市場周辺の店で雑貨やコカの葉を販売している。
彼は妻と３人の子供の５人家族で上の２人の子供は都市で働いており、一番下の子供は高校に
通っている。彼は週末以外、チャンタ・アルタ村からウマで１時間ほど離れたところで家畜商を
おこなっている。そこで彼はウシを約40頭飼っている。彼は２～４ヶ月で１頭売っており、家畜
販売だけで１年20,000ソル以上の収入がある。ケシーリョ販売では１ヶ月で約1,200ソルの収入
を得ている。土曜日の雑貨店営業では１日平均約50ソルの収入である。彼の世帯出費は学費や
家畜にかかる支出が多く、１ヶ月で学費に約400ソル、食料などの買い物に約200ソル、家畜に
約600ソルかかる。学費や買い物、家畜に関わるコストなどの日常の出費はケシーリョ販売でま
かなわれて、家畜売買の収入は貯蓄にまわされる。そして突然の出費や家具などの大型の買い物
がある時にその貯蓄が使われる。アンテノルの買値は多少安くとも相場通りであり、日常の出費
をまかなえる金額であったため彼はその買値に納得した（2013年10月フィールドノートより）。
　ホセのように信頼関係に基づく販売をするものは買値が相場の中で比較的安い場合もある。ま
た彼はアンテノルの重さをはかり直すことをしていた。固定的な関係が長期化することでリスク
が生じ、彼はそのリスクを受け入れているが、重さをはかり直す探索コストもまたかけている。
リスクがあるにもかかわらず、彼が信頼関係による取引を志向するのは、彼には世帯消費を満た
す目的があることと、彼は雑貨店を営なむため、固定的な取引によって複数の仲買人と交渉する
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探索コストを避けたい事情があることが指摘できる。一方、アンテノルには注文量を満たす目的
があり、商品の生鮮品という属性が働くため彼は相場より安い買値を提示することもある。
　（3）一回性の取引関係の志向
　ケシーリョ市場での取引の大半は信頼関係によるものであるが、場合によっては、一回性の取
引関係が志向されることがある。以下では、一回性の関係が志向される事例を、仲買人と農民の
双方の視点から取り挙げる。
　同市場の仲買人の多くは、周りの買値を意識して相場から外れないようにしている。しかしな
がら、仲買人の中には周辺の買値を知ったうえで、買い取り価格を釣り上げるものがいる。ここ
では、ギムベルトの事例を挙げる。
　【事例３】価格の釣り上げ：仲買人ギムベルトの場合
　ギムベルトは「今日は、９ソル／ kgで買い取るよ。さあ、集まった」と威勢のよく声をかけ
ていた。その周辺には多くの農民たちが集まっており、明らかに周りの仲買人より目立っていた。
周辺の仲買人は、「あいつは見ない顔だ。いつも顔を出す仲買人じゃない」と言っていた。この
日の相場はよくて7.50ソル／ kgであった。彼になぜ高値で買うのかと聞いたところ、「祭りだか
ら」とこたえた。この時期は同村では１週間ほど続くサンタ・ロサ祭り（la ﬁ esta de Santa Rosa 
de Chanta Alta）の期間であり、多くの村人たちが広場に集まっていた（注11）。そのため大量のケシー
リョを買い付ける彼のような仲買人が現れた（2013年８月フィールドノートより）。
　この時期はリマでは連休をとるものが多く、カハマルカ市街地では都市からの観光客が増える
時期であった。そのため市街地のマンテコッソチーズ生産者は商品が大量に売れると期待してケ
シーリョの注文量を増やし、ギムベルトのような大量購入を目的とするものがケシーリョ市場に
現れた。しかし、彼は定期的に顔を出していないため村に顧客がいない。そこでとられる戦法が
周辺の仲買人よりも高値で買うという買値の釣り上げである。この戦法をおこなう仲買人は、価
格競争を挑むことで周辺の仲買人の顧客からもケシーリョを買い付けることができ、大量の注文
にこたえることができる。買値の釣り上げは連休に限ったものでなく、ケシーリョの総量が減る
乾季にはこのような仲買人がたまに現れる。
　上記の仲買人が現れるのは注文量を満たそうという目的とケシーリョ市場でしか集められない
事情によるものである。一方で農民の場合、世帯消費の多寡に応じて利益追求をおこなう目的が
ある。商品の属性としては、特産物という要因が働いて需要を高めている。
　他方、一回性の取引関係が志向される場合、農民はどのような売り方をしているのだろうか。
農民の中には、利益追求をおこなうものもいる。例として、クリスティーナの意見を挙げる。
　【事例４】利益追求のような売り方：農民クリスティーナの場合
　チャンタ・アルタ村に住むクリスティーナはケシーリョを市場で売っている。彼女の世帯は彼
女と夫、２人の息子と２人の娘である。夫は農業をし、長女と長男は結婚して村外に出て都市で
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生活し、次女は家事や彼女の仕事を手伝い、次男は高校に通っている。
　彼女にどのようにケシーリョを売っているのかを聞いてみると、「…仲買人を変えている。売
値を聞いて、より高い方を選んで、売っている｣ とこたえた（2013年８月フィールドノートより）。
ある日、彼女は１週間で約30 ～ 40kgのケシーリョを生産し、それを９ソル／ kgで販売した。
その後、彼女は市場で野菜やコメ、パスタなどを買い物する。その支出は約160ソルである。ま
た彼女は副業で工芸品も作っており、それが１ヶ月で約200ソルの収入になる。次男が高校に通
い、その学費が１ヶ月に250ソルかかるという。彼女のケシーリョ市場や副業の収入は、市場で
の買い物や水光熱費、学費などにまわり、ほとんど残らない。彼女は１年前に家具やテレビをそ
ろえるためにウシを売って約2,000ソルを得てまかなった（2013年８月フィールドノートより）。
　彼女の売り方をみると、市場が見渡せる一角で仲買人の様子を見て娘とともにいく人かの仲買
人に高くならないかと声をかけ、ケシーリョの重さをはかり直すことで交渉した。その結果、相
場の上限で販売した（2013年８月フィールドノートより）。ギムベルトが訪れた際には、彼女た
ちは彼に売っていた（2013年８月フィールドノートより）。
　クリスティーナは利益追求のような販売によって収入を得て余剰を貯めているように思える
が、その収入は買い物や水光熱費、教育費などの世帯消費にまわり、多額な出費に対しては家畜
を売ることでまかなっている。彼女の販売は必ずしも貯金を生むものでない。その取引は基本的
には一回性の関係にあり、様々な仲買人と交渉して取引相手を探すことやケシーリョの重さをは
かり直しているため、探索コストがかかるものである。ここでは、クリスティーナの世帯消費の
多寡に応じた利益追求の目的がある。仲買人の場合、農民と取引せざるを得ない事情があり、そ
の事情には商品の特産物という属性が働いている。
　また取引相手を変更する農民もいる。例としてカルメーラの事例を挙げるが、彼女は必ずしも
【事例４】のクリスティーナのような取引をしているわけではない。彼女は信頼の必要性を理解
しながらも、取引変更をおこなっている。
　【事例５】取引相手変更：農民カルメーラの場合
　カルメーラは夫と子供４人の６人家族で、子供たちは中学校や小学校に通っている。夫は農業
をおこない、基本的な世帯消費をまかなっている。また彼は農業の日雇いや不定期の土木作業を
おこなうことで週に50 ～ 100ソルの収入を得ている。彼女は２頭のウシを飼っており、１週間
で平均約７kgのケシーリョを生産している。彼女のケシーリョ市場での収入は約60ソルで、そ
の後の買い物に収入のほとんどを使う。彼女はニンジンなどの家庭菜園をしており、その収穫で
世帯消費を補っている。彼女にケシーリョ取引についてたずねると「…ケシーリョ市場では、同
じ仲買人に売っている。（毎回）別の人に売る人もいるけど、『信頼（conﬁ anza）』が大切だから
同じ仲買人に決めている。別の人は来ない時があったり、買値が安かったりするから。この村に
も信頼はないわ、信頼は大切よ。私の仲買人は毎回市場に顔を出すわ｣  とこたえた（2013年９
月フィールドノートより）。
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　別の日に彼女は顔馴染みの仲買人のもとに現れた。彼女は挨拶をした後、仲買人と最近の相場
価格について話した。その後今日はいくらなのと聞き、もっと高くならないかと仲買人と交渉し
た。結局、仲買人は買値を釣り上げることはしなかった。すると、彼女はそのまま立ち去ってし
まい、他の仲買人の何人かと交渉して、別の仲買人とケシーリョの重さをはかり合った結果ケシー
リョを売った（2013年９月フィールドノートより）。後日、彼女になぜ別の仲買人に売ったのか
を聞くと「彼は（馴染みの仲買人は）買値が安かったから、あの日は買わなくてはならないもの
があったから」と彼女はこたえた（2013年10月フィールドノートより）。彼女は取引相手変更
をおこなう場合があるが、彼女は必ずしも利益追求を目指しているわけではない。ちなみに、同
市場に価格の釣り上げをおこなう仲買人ギムベルトが訪れた日には、彼女は馴染みの仲買人に
売っていた（2013年８月フィールドノートより）。また別の日には彼女は馴染みの仲買人のもと
へ行き、今日はいくらなのか聞くと仲買人は「7.00ソル／ kgだよ」とこたえた。この日の相場
は6.00 ～ 7.50ソル／ kgであった。彼女は自前の秤で重さをはかり直すことはなく、彼の告げる
価格に納得してケシーリョを売った（2013年10月フィールドノートより）。
　カルメーラは同じ仲買人に売っているという。その理由として、彼女は市場での信頼関係の必
要性を主張する。しかしそのように主張する彼女でも、時と場合によっては別の仲買人に売る。
彼女は馴染みの仲買人の買値が気に入らなかったため、もっと高値で買ってくれる仲買人のもと
に行った。結局、馴染みの仲買人とは顔つなぎをしただけで終わった。またギムベルトが訪れた
日や別の日には、その仲買人の買値が相場の上限でなくとも彼女は馴染みの相手に売っていた。
彼女は常に利益追求によって販売するわけでなく、馴染みの仲買人の相場より多少安い買値でも
納得する場合もある。彼女の取引は固定的なものから一回性のものへの変更であり、その変更に
伴っていく人かの仲買人と交渉したり、重さをはかり直したり、さらには馴染みの仲買人に顔つ
なぎをしたりと、様々な探索コストをかけている。一方で、馴染みの仲買人との普段の取引では、
彼女はそれほど探索コストをかけていない。ここでは、カルメーラは利益追求をおこなう目的と
探索コストをかけたくない事情との間で揺れ動いている。仲買人には農民の取引変更を批判でき
ない事情があり、その背景には特産物という属性がある。
Ⅳ　取引変更の背景
　次に、取引変更のような通時的な取引の可変性に関して考察を加える。そのため【事例５】の
カルメーラの世帯維持と利益追求の揺れ動く思惑と、仲買人の取引変更を批判できない事情を分
析することで、固定的な関係から一回性の関係への移行の背景を考える。
　（1）取引変更の思惑と事情
　農民の取引変更の思惑を考えると、妥当な理由としては、【事例５】でカルメーラが「…買わ
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なくてはならないものがあったから」というように、農民が取引変更をおこなう理由は、彼らの
市場での買い物と関係していると考えられる。そこで、まず、カルメーラの経済状況と買い物品
目から、彼女の世帯維持と利益追求の揺れ動きを分析する。
　カルメーラの世帯全体の収入は週に100 ～ 160ソルである。定期的にコメ、砂糖、野菜など
が必要になるため彼女は市場で買い物する。彼女はどのようなものを買い物しているのか。彼女
に市場で買い物する品目と量、期間、値段を挙げてもらい、表１にまとめた。
　カルメーラが市場で購入するものは様々であり、コメや砂糖、油などは毎週買うものでない。
そのため彼女の出費には１週間ごとにバラツキがあり、だいたい50 ～ 210ソルの変動がある。
彼女は午前中にケシーリョを売り、その収入を元手に市場で買い物をする。ここで重要なのは、【事
例５】で彼女が「…買わなくてはならないものがあったから」というように、彼女が家を出る時
に家庭で不足しているものが決まっているため、彼女はあらかじめその日の買い物予算を想定し
ていることである。そのため彼女は買い物予算が多い時は、取引変更をしてでも高い買値を期待
し、予算が多くない時は馴染みの仲買人と取引をおこなうのである。
　次に取引変更における仲買人の事情を考える。仲買人がケシーリョ市場で買い付けをおこなう
理由として次のことが挙げられる。カハマルカ市街地に工場を持つ大会社の生乳回収範囲は市街
地周辺であり、その地域では生乳や乳製品が手に入らないため、仲買人は市街地から少し離れた
表１　カルメーラの市場での買い物リスト
品目 量 期間（何日間隔で買うか） 値段（ソル）
コメ １キンタル（約50㎏）＊ １ヶ月 100
油 １ボトル（約１ℓ） １ヶ月 ８
砂糖 ５㎏ ２週間 ６
塩 ５㎏ ２週間 ６
パン ２㎏ １週間 ６
パスタ ２㎏ １週間 ８
タマネギ＊＊ １㎏ １週間 ３
ニンジン＊＊ １㎏ １週間 ３
ホウレンソウ＊＊ １㎏ １週間 ３
キュウリ １㎏ １週間 ３
トマト １㎏ １週間 ３
ニンニク １房 １週間 ２
果物 各１㎏で５種類 １週間 ５
羊肉 １㎏ １週間 15
鶏肉 １㎏ １週間 10
菓子 １㎏ １週間 ２
雑費・日用品＊＊＊ １週間 10 ～ 30
（2013年９月フィールドノートより筆者作成）
　　＊ キンタル（quintal）とはペルーの農村部で使われる重さの単位。約48kg。コメなどは１キンタルで１袋と
して売られている場合がある。
　＊＊カルメーラはこれらの野菜を家庭菜園で栽培しているため、収穫時以外の不足した時に購入する。
＊＊＊雑費・日用品には勉強道具や服などが含まれている。
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ケシーリョ市場で買い付けをせざるを得なくなった。
　またもう１つの理由として、市街地のチーズ生産者や一部の都市消費者は同市場のケシーリョ
を認めていることも挙げられる。参考に、アンテノルの意見を挙げる。
　【事例６】アンテノルの見解
　チャンタ・アルタ村でおこなわれた農村開発の影響について、アンテノルにたずねた。｢開発
によって搾乳の際に手を洗い、フィルターを使うようになった。だから（今のケシーリョは）と
てもきれいだ。…しかし、開発以前の昔ながらの凝乳酵素を使ったケシーリョのほうが、味わい
豊かだった（2013年９月フィールドノートより）。｣ と彼はこたえた。
　現在のケシーリョはきれいになり、その点では彼は開発の成果を認めている。一方で、彼は、
子牛の胃液にハーブや塩を加えた昔ながらの凝乳酵素と生産方法を評価している。その凝乳酵素
は衛生的に問題があるため現在では粉末状の凝乳酵素に取って代わられているが、彼は親から子
へと伝わり、簡易な道具を利用した山村での生産技術を認めている。
　付け加えるなら、彼はマンテコッソチーズの購入者として２つのタイプの都市消費者を想定し
ていると考えられる。１つは健康を意識してスーパーマーケットなどで殺菌処理が施されたチー
ズを購入するもの。彼らは国際食品会社のターゲットであり、近年の農村開発のターゲットでも
ある。もう１つは山村での昔ながらの生産技術を評価する一部の消費者である。この一部の客層
がアンテノルの顧客である。アンテノルの批判は農村開発によって大会社に自分の顧客が奪われ
るかもしれないという危惧から生じている。そのターゲットを分けるものは殺菌処理である。大
会社では徹底した殺菌処理がおこなわれ、どのチーズも均一の味わいになる。一方で山村のケシー
リョ生産は粉末状の凝乳酵素が使われるものの、いまだに殺菌処理はおこなわれず、その豊かな
味わいを保障している。すなわち一部の都市消費者が山村での生産技術と品質を認めているため
アンテノルはチーズの品質を重視した買い取りをおこなうのである。
　以上のように、カルメーラのような世帯収入が低い農民はケシーリョ市場での収入をあてにし
ており、その後の買い物の予定を考えている。そのため買い物予算の多寡に応じては、時には取
引変更がおこなわれる。農民は買い物予算を満たすために信頼関係の利用と利益追求との間で揺
れ動くのである。一方で、仲買人は地理的、または品質的に大会社の販売に対して差異化を図っ
ており、その結果彼らはケシーリョ市場で取引せざるを得ない。もし彼らが取引変更を非難する
なら農民は彼らのもとを去っていくことになり、彼らは顧客を失うことになる。従って、彼らは
他へ移行した農民が戻ってくることを期待し、戻って来た時には以前と変わらぬ態度で取引をお
こなわざるを得ないのである。取引変更の場合、このような仲買人の批判できない事情がある。
　（2）揺れ動く諸要因
　ここでは、固定的な取引関係が一回性の関係へ移行するという取引変更において、当事者の思
惑や事情、さらに商品の属性がどのように揺らいでいるのか、その関係性を明らかにする。
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　本稿のケシーリョ市場は情報の不確実性が大きい市場であるため、先行研究と問題を共有する
ものである。古典的なバザール研究では、そのような市場において固定的な取引関係の形成によっ
て情報探索コストが削減されることが指摘されている［Geertz 1978：30；Mintz 1964：261；
Davis 1973：218-250］。ケシーリョ市場では、信頼関係による固定的な取引において、仲買人
の注文量を満たしたいという目的が働いており、一方で、農民には市場において情報探索コスト
をあまりかけたくないという事情がある。そして商品の属性においては、仲買人が必要以上に購
入しないという振る舞いから理解できるように、生鮮品という属性が働いている。このように、
固定的な取引関係によって情報探索コストが削減されるが、買値が多少安くなる場合があり、そ
の点に、先行研究でも指摘された固定的な取引関係の長期化によるリスクがある［Plattner 
1985：136-144；Acheson 1985：125］。そしてケシーリョ市場では、時には一回性の取引関係
が志向される場合がある。仲買人には大量の注文量を満たしたいという思惑があり、価格の釣り
上げをおこなう。一方で、農民には、高い買値によって利益追求を図る目的がある。そして商品
の属性としては、注文量が増えたことからも理解できるように、特産物という属性が働いている。
　最後に、固定的な取引関係から一回性の関係への移行とはどのようなことだろうか。取引変更
では、仲買人の場合、高値を示すものは注文量を満たす目的を持ち、取引変更されたものはその
行為を批判できない事情に置かれている。そのような異なる目的と事情を持つ仲買人が存在する
ため、農民は探索コストをかけたくない事情を抑え、買い物予算を満たすための利益追求に走る
ことができる。ただし、【事例４】の利益追求よりも、馴染みの仲買人に顔つなぎをしている分、
余計に作業コストをかけている。そして商品の属性としては、仲買人が農民を非難できない理由
から理解できるように、特産物という属性が働いている。田村［2009］は多品目商品取引にお
いて、買い手が一回性の取引関係を利用することで、選択の幅が生まれ、商品を「主体的に」選
び取ることができることを指摘する。対して本稿の事例では、農民は買い物予算を満たしたいと
いう前提があるために時に一回性の取引が志向され、その結果、顔つなぎをするように多くの作
業コストがかかっている。そのため本稿では、決して田村［2009］の指摘のように農民は「主
体的に」選んでいるのでなく、ケシーリョ市場では取引関係による制約が強く働くため、農民た
ちは既存の取引関係を変更することの大変さと背徳感を感じていると指摘できる。
　ケシーリョ取引変更の際、仲買人の場合、高値を示して注文量を満たしたいという目的を持つ
ものと、農民に変更されたが彼らを非難できない事情を持つものとに分別される。その区別によっ
て関係が固定から一回へと移行するための「状況」が形成される。農民の場合、買い物予算を満
たすために、作業コストをかけたくない事情と利益追求をしたい目的との要因の間で揺れ動く。
結果として、農民は事情から目的へと移行し、それに伴い取引関係が固定から一回性へと移行す
るという「衝動」が生まれる。その状況が形成され、衝動が生じることで取引変更という事象が
生じる。加えて、その際に、商品の属性では生鮮品よりも特産物という価値が強く働いている。
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Ⅴ　おわりに
　市場（いちば）取引における近年の人類学的研究では、情報の不確実性が高い市場では固定的
な取引関係が志向されるという従来の議論に対して、様々な見直しが図られてきた。そこで本稿
は、チーズという単一商品取引における固定的な関係と一回性の関係への移行を分析し、当事者
の思惑や事情、さらに商品の属性の諸要因の関係性を考えてきた。
　ケシーリョ市場では、固定的な取引関係から一回性への移行という取引変更がみられる。その
背景には、仲買人の場合、高値を示すものには注文量を満たす目的があり、取引変更されたもの
にはその行為を批判できない事情がある。そしてそのように様々な買値が提示される状況に対し
て、農民は買い物予算が多い場合、それを満たすために取引変更をおこなう。また商品の属性と
しては、高値で買い取る場合があるため、生鮮品より特産物という属性が働いている。
　つまり、仲買人の注文量が多い場合や農民の買い物量が多い場合、取引は固定的なものから一
回性のものへと変化することで両者の目的を満たすことができる。このような取引関係の「可変
性」があるために、仲買人の持ち込む都市市場の時期的な変化と農民の世帯戦略とが結びつき、
市場（いちば）取引の背景として吸収されているのである。先行研究の多くは市場（いちば）に
おける取引や交渉に関する分析がおこなわれてきたが、本稿は市場取引に加えて都市の市場動向
や農民の家計状況までも考慮して分析している。そのような広範囲な視点から分析をおこない、
取引における固定的なものから一回性のものへの移行に関して様々な要因を抽出し、その複数要
因の関係性を明らかにした点に、本稿の市場取引に関する研究に広がりを持たせた意義がある。
　最後に本稿の議論はあくまでも単一商品取引を扱っているため、多品目商品を扱う市場でもこ
のような諸要因の揺れ動きがみられるのか検討することが、今後の課題である。
（ふるかわ　ゆうき・高崎経済大学地域政策学部非常勤講師）
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注
１）新制度派経済学者である青木は、制度とは人々のあいだに共通に了解されているような社会ゲームが継続的にプレイさ
れる仕方のことであり、そういうゲームのプレイの仕方が一種の安定均衡となっているため制度は維持されていると述べ
ている［青木 2008：32-39］。制度とはプレイの仕方のことであり、一方取引関係も当事者同士の商売の仕方を結ぶもの
である。そのため取引関係を制度と捉え、取引の背景にある当事者の思惑などを考えることは可能である。この見方は関
係性（ルール）によって経済活動の異なる志向性が結び付く可能性を持ち、事象の多様性を保持したまま分析できるため
本稿も踏襲する。
２）マンテコッソチーズは、ケシーリョをもとに作りだされるセミ・フレッシュタイプのチーズである。そのチーズはカハ
マルカ県を代表するチーズである。
取引関係の固定的から一回性への移行
－ 57 －
３）ケシーリョは生乳を35 ～ 38℃にした後に粉末状の凝乳酵素を加えて、ビニール袋やザルに入れて固めたフレッシュタイ
プのチーズであり、塩などは加えてないため、塩味はなく、乳臭さが残るチーズである。
４）南米大陸の西側をアンデス山脈が走っており、そのほぼ中央にペルーがある。ペルーの地形は大都市が並ぶ海岸地方
（costa）、多くの農地が集中しているアンデス山地（sierra）、アンデス東斜面からアマゾン上流域にかけての熱帯雨林地帯
（montaña）という３つからなり、カハマルカ県はアンデス山地に位置する。
５）アシエンダ（hacienda）と呼ばれる大土地農園は、16世紀末～ 20世紀半ばまでに中米の一部と南米諸国に見られた大農
園のことである。カハマルカ県では酪農アシエンダが多く存在し、都市向けの乳製品を生産・出荷していた。そのような
アシエンダの多くは、1960年代後半にベラスコ政権によって実施された農地改革によって解体された。
６）低温殺菌処理は生乳を63℃の低温で30 ～ 40分間殺菌する処理のことである。この殺菌処理を施すことにより、チーズ
の品質に大きく２つの違いが出る。１つは衛生面への対応である。熱処理によって大半の菌は死滅し、出来上がったチー
ズはより衛生的なものとなる。もう１つは健康面への対応である。60℃以上の熱を生乳に加えると生乳の表面にタンパク
質と脂肪分が凝固した薄い膜ができ、山村の生産者はこの薄い膜を取り除く。その結果低脂肪、加えてカルシウムが豊富
という食品ができる。
７）アンデス山地と熱帯雨林地帯の農村部の貧困率の高さは深刻な状況にあり、特に農地が集中するアンデス山地の貧困の
削減はペルー農業において重要な課題である。カハマルカ県はアンデス山地に位置し、独立行政法人国際協力機構（JICA）
［2012：4］の報告では同県の貧困率は2001年では77.4％（県別５位）で、2011年では49.1％（県別８位）であった。そ
のような背景から、同県では現金獲得手段である酪農生産に対する農村開発が盛んに実施されるようになった。
８）仲買人は現地の言葉では「intermediario」と呼ばれる。ケシーリョ市場にはチーズ生産者に依頼された仲買人とチーズ
生産者自身が買い付けに来る。両者は経済形態が異なるが、現地では同じカテゴリーで呼ばれるため、本稿では「仲買人」
という言葉で統一する。
９）2013年３月の為替レートでは１＄≒2.55 ～ 2.58ソルであり、１ソル≒36円である。
10）本稿の事例に登場する人物は、すべて仮名である。
11）サンタ・ロサ（Santa Rosa）はインカ帝国滅亡後カトリックに帰依し、その信仰の厚さから聖人として祀られた守護聖人
である。ペルー各地で各月に土地の守護聖人を祝う祭りがおこなわれ、サンタ・ロサ祭りの場合、リマにおける盛大な祭
りが有名で、その祭りが開かれる８月30日は祝日となっている。またサンタ・ロサはチャンタ・アルタ村の守護聖人でも
あり、８月30日周辺の一周間に祭りが開催される。
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